
一般会計の歳入

町では、厳しい財政状況の中、限られた財源を活かしサービスを
行っています。税金がどのように活かされているのか。
平成 29年度予算案の概要をご報告します。 財務課 415

平成 29 年度 

民生費（33.6％）
41 億 679 万 2 千円

総務費（13.2％）
16億 1,089 万 7千円

土木費（14.7％）
17億 9,644 万 8千円

教育費（10.0％）
12億 1,888 万 5千円

公債費（12.2％）
14億 9,599 万 2千円

衛生費（7.8％）
9億 5,659 万 6千円

消防費（5.3％）
6億 5,087 万 6千円

その他（1.1％）
1億 5,216 万 4千円

議会費（1.1％）
1億 2,896 万 6千円

諸支出金（1.0％）
1億 2,401 万 9千円

厳
し
い
財
政
状
況

　

町
の
財
政
状
況
は
大
変
厳
し
い
状

態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
平
成
29
年
度
三

芳
町
一
般
会
計
予
算
案
を
作
成
し
議

会
に
上
程
し
ま
し
た
。
予
算
が
決
定

す
る
こ
と
は
、
町
が
行
っ
て
い
く
事

業
を
決
定
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
年
度
の
予
算
案
を
公
開
し
ま
す
。

一
般
会
計
の
概
要

　

町
の
自
主
財
源
で
あ
る
町
税
は
増

加
し
た
も
の
の
、
今
後
も
「
福
祉
・

医
療
・
介
護
」
な
ど
の
社
会
保
障

経
費
の
自
然
増
の
傾
向
は
続
い
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
建
設
事
業
の
実
施

に
よ
り
、
今
後
の
返
済
経
費
（
公
債

費
）
の
増
も
見
込
ま
れ
ま
す
。
さ
ら

に
家
庭
で
の
預
金
に
あ
た
る
基
金
残

高
は
、
依
然
と
し
て
低
い
水
準
に
あ

り
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
財
源
で
あ
っ
て
も
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
た
め

に
、
既
存
事
業
の
見
直
し
や
、
新

規
事
業
を
厳
し
く
精
査
し
、
予
算

を
編
成
し
ま
し
た
。
予
算
総
額
は

１
２
２
億
４
１
６
３
万
５
千
円
、
前

年
度
と
比
較
し
て
２
・
９
％
の
増
額
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特別会計項目 当初予算等金額 前年比 問い合わせ
国民健康保険特別会計 4,963,611 千円 △ 1.88% 住民課保険年金 154

後期高齢者医療特別会計 404,213 千円 5.54% 住民課保険年金 157
介護保険特別会計 2,515,394 千円 16.69% 健康増進課介護保険 184

水道事業
会計

収益的収入 867,751 千円 0.76%

上下水道課水道業務
上下水道課下水道業務
☎ 049-274-1014

収益的支出 833,174 千円 △ 0.38%
資本的収入 291,185 千円 △ 14.26%
資本的支出 414,365 千円 △ 19.21%

下水道事業特別会計 819,226 千円 5.73%

当初予算の推移
一般会計

予算三芳町の  

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
町
税
が
全

体
の
５
８
・
３
％
を
占
め
、
国
庫
支

出
金
１
０
・
７
％
、
町
債
７
・
９
％
、

地
方
消
費
税
交
付
金
６
・
２
％
、
県

支
出
金
５
・
５
％
、
繰
入
金
４
・
１
％

な
ど
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
民
生
費

が
全
体
の
３
３・
６
％
を
占
め
、
続

い
て
土
木
費
１
４・
７
％
、
総
務
費

１
３・２
％
、
公
債
費
１
２・２
％
、
教

育
費
１
０・０
％
、
衛
生
費
７・８
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
主
な
事
業
と
し
て
は
、
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
利
便
性
向
上
促
進
事

業
、
緑
地
保
全
事
業
、
防
災
行
政
無

線
（
固
定
系
）
デ
ジ
タ
ル
化
移
行
整

備
事
業
、
健
康
長
寿
事
業
、
ふ
る
さ

と
納
税
推
進
事
業
な
ど
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

特
別
会
計
の
概
要

　

特
別
会
計
は
、
予
算
を
使
用
す
る

用
途
が
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
般

の
歳
入
歳
出
予
算
と
区
別
し
て
行
わ

れ
て
い
る
会
計
で
す
。
町
に
は
国
民

健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
、
介

護
保
険
お
よ
び
下
水
道
事
業
の
４
つ

の
特
別
会
計
と
水
道
の
企
業
会
計
が

あ
り
ま
す
。

　

特
別
会
計
の
中
で
も
国
民
健
康
保

険
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況

で
す
。
ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
に

つ
い
て
も
年
々
被
保
険
者
数
が
増
加

し
て
お
り
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
医
療
費

適
正
化
な
ど
さ
ら
な
る
国
民
健
康
保

険
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
財
政
運
営

の
健
全
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
は
、
高
齢
者

の
増
加
に
よ
り
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
増
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
前

年
度
よ
り
も
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

企
業
会
計
の
水
道
事
業
は
、
経
費

削
減
、
健
全
経
営
し
、
安
定
給
水
に

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

平成 27年度決算額 　約 149億円

平成 28年度見込額 　約 156億円

平成 29 年度見込額 　約 152億円

▼年度末借入金 ( 地方債 ) 残高
　一般会計の残高

117億
116億
115億
114億
113億
112億
111億

150億
〜

一般会計の歳出

▼平成 28 年度から
3 億 4,094 万 6 千円の
増額 ( 一般会計 )

平
成
25
年
度

平
成
26
年
度

平
成
27
年
度

平
成
28
年
度

平
成
29
年
度

過去５年間の推移

１
１
３
億
５
６
５
５
万
９
千
円

１
２
２
億
５
０
８
２
万
５
千
円

１
２
２
億
４
１
６
３
万
５
千
円

１
１
９
億
０
０
６
８
万
９
千
円

１
４
９
億
７
７
４
８
万
５
千
円

町税（58.3％）
71 億 4,095 万 5 千円

国庫支出金（10.7％）
13億 858万 5千円

町債（7.9％）
9億 6,840 万円

繰入金（4.1％）
4億 9,662 万 3千円

地方消費税交付金（6.2％）
7億 5,500 万円

諸収入（1.0%)
1 億 2,646 万 9千円

分担金および負担金(1.2%)
1 億 4,319 万 4千円

その他 (2.5%)
3 億 712万 2千円

寄附金 (1.0%)
1 億 2,400 万 4千円

県支出金（5.5％）
6億 7,128 万 3千円

繰越金（1.6％）
2億円

平成 29年度　一般会計予算額

平成 28年度　一般会計予算額

122 億 4,163 万 5 千円

119 億 68 万 9 千円
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特別会計予算

 借入金の状況 

平成29年度はスマートIC利便性向上
促進事業、緑化保全事業、土地区画整理
支援事業等における事業費の財源を確保
するため、借り入れを予定していますが、
年度末借入金残高については、平成28
年度見込額と比較し減額となっています。


